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学力向上フロンティアスクール 中間報告書
都道府県名 静岡県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）.
学校名 浜北市立北部中学校

年 ２年 ３年 養護学級 計 教員数1
学級数 ７ ６ ７ ２ ２２
生徒数 ２４６ ２１７ ２５２ ９ ７２４ ３８

Ⅱ 研究の概要.
１ 主題.

～できた！わかった！やってみた！～学力が向上するための授業づくりを目指して
２ 内容と方法.
( )実施学年・教科1
全学年・全教科（生徒の全人格は、全ての教科でつくられる。全ての教師に研修の必要性 ）。

( )年次ごとの計画2

○テーマ 「基礎・基本」が定着するための授業づくりを目指して
○仮 説 一人ひとりに応じたきめ細かな指導を工夫した授業を行うことで、基礎・基本が確実

に定着するだろう。
○研究内容 方法
( )指導計画の工夫1
①指導目標を明確にする。

ア できるだけ一単位時間に一つとする。
イ 評価できるよう、具体的に表す。

平 ②指導内容を厳選し、基礎・基本を明確にする。
ア 単元全体と一単位時間との関連をとらえる。

成 イ 観点別評価項目の内容を押さえる。
③授業実践を通して年間指導計画の修正を行う。

ア 基礎・基本の定着に迫る場面の授業公開をする。14
イ 生徒や教師の評価を生かして、年間指導計画の修正を行う。

( )一人ひとりに応じたきめ細かな指導の工夫年 2
①指導方法・形態の工夫改善をする （少人数授業・ＴＴ・グループ学習）。

度 ②生徒の思いや願いに応じた指導をし、一人ひとりを伸ばす工夫をする。
③体験的な学習・問題解決的な学習を展開する。
④生徒の学習意欲を高める指導の工夫をする。
⑤生徒指導の機能が生きる指導をする。
( )到達度を客観的に評価する工夫3
①生徒が自分や友達を評価するとともに授業も評価する 「できた・わかった・やってみた」。
②評価が学習の改善に生かされるようにする。
③目標に準拠した評価を行う。
④形成的・総括的評価を行う。
⑤生徒の姿を通して評価する。

「学力」が向上するための授業づくりを目指して○テーマ
平 ○仮 説 一人ひとりに応じたきめ細かな指導を工夫した授業を行うことで、学力が確実に向上
成 するだろう。

○研究内容 方法 基本的には平成１４年度と同様 それに加えて15
( )一人ひとりに応じたきめ細かな指導の工夫・ 2
⑥生徒の育ち合う力を生かす指導16

年 ※選択授業の改善（発展的な学習と補充的な学習・生徒の思いや願いに応じた指導の工夫）
度 ※単元終了時に生徒の意欲や獲得した力などを教師が評価する、単元の通信簿の工夫

※協力支援校(学区の小学校)との連携、
※Ｒ－ｔｉｍｅの設定→チャレンジテスト、補充学習の実施
※外部講師の活用…ゲストティーチャーやボランティア等を活用した各教科の授業の工夫

(研究推進委員会･･･校長 教頭 教務 研修主任 教科指導 生徒指導 研修部員( ) 計８名)( )研究体制3 2
①指導計画の工夫 各教科主任
②一人ひとりに応じたきめ細かな指導の工夫 教科部会

研 ③到達度を客観的に評価する工夫 全
究 生徒の学習への取組 ・学習態度の確立 学年学習担当 体
推 ･チャレンジテスト 総合学習担当 研
進 ・補充学習 学年会 修
委 特別活動主任 会
員 学習環境の整備 生徒指導担当
会

研究内容の発信 情報担当

＜協力支援校＞ 赤佐小学校・中瀬小学校
※本年度から「生徒の育ち合う力を生かす」という考えを加えたため、生徒指導の改善の観点から、生徒指
導担当を研究推進委員会のメンバーとした。
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Ⅲ 平成１５年度の成果及び課題
１ 研究の成果
★ ＜数学科＞県学力調査から確認できる成果
数学科の２年生では、平成１４年度にＴＴ、平成１５年度に少人数の指導を実施した。少人数の指導の学

習集団(学習コース)は、単元の学習内容に合わせて、学習方法別や学習課題別等で設定し、生徒が自分の思
いや願いに応じて自己選択できるようにした。また単元の導入では、コースによってガイダンスの方法を変
え、各コースを選択した生徒が単元の学習に、興味・関心を持って臨めるように工夫した。単元を通じて付
けたい力＝目標は同じであり、コースによって学習の順序を入れ替える等の工夫も行った。その結果、１年
の時に比べて、特に表現・処理の力が向上した。
＜平成１４年度の問題より＞ ＜平成１５年度の問題より＞

問 題 到達度 問 題 到達度
85.3 87.9６＋２×（－４） ５＋４×（－２）

１ ３ １ １
x 50.0 57.0ｘ ＝ ＋１ －：－＝７：ｘ

２ ５ ４ ７
３ ４

52.9 64.9ｙ＝－－ｘのグラフを書く ｙ＝－－ｘ＋１のグラフを書く
２ ５

★ ＜２年生＞定期テストから確認できる成果
平成１４年度末より、定期テストにおいて「通過率」を設定した上でテスト問題を作成し、生徒の学力向

上の確認の場とした。全教科で一人ひとりに応じたきめ細かな指導をしたり 「授業→単元の小テスト→チ、
ャレンジテスト・補充学習」という学習の流れを作ったりしたことにより、生徒は単元の基礎・基本を自然
に理解し、自分の力とした。また繰り返し学習したことが、知識・理解(用語)をきちんと身に付けることに
つながった。その結果、各教科における９点以下の生徒数が大きく減少した。特に少人数による学習方法別
の指導を行っている数学科・英語科では、それが顕著であった。
＜国語科＞ ＜社会科＞ ＜数学科＞

１期 中 期 １期 中 期 １期 中 期分布幅 分布幅 分布幅2 2 2 2 2 2
０ ２ ０ ０ ０ １ １ １３ ０50 50 50

～ ６６ ４０ ５７ ～ ２６ ６９ ６３ ～ １４ ５３ ４３40 49 40 49 40 49
～ ９０ ７６ ８１ ～ ８６ ７５ ８４ ～ ４６ ４１ ７５30 39 30 39 30 39
～ ３７ ５３ ４５ ～ ６１ ３４ ３６ ～ ６９ ３４ ４９20 29 20 29 20 29
～ １９ ２８ ２２ ～ ２４ ２５ １６ ～ ４５ ４０ ２８10 19 10 19 10 19
～ ２ １４ ７ ～ １７ ８ １０ ～ ３９ ３２ １６0 9 0 9 0 9

＜理科＞ ＜英語科＞
分布幅 分布幅 ※表中の１期、２中、２期は、それぞれ１期 中 期 １期 中 期2 2 2 2

、 、50 50０ ０ ０ １ ０ ０ １学期期末テスト ２学期中間テスト
～ ４９ ６２ ５６ ～ ５１ ５９ ４７ ２学期期末テストの略である。40 49 40 49
～ ７２ ８２ ６７ ～ ５９ ６５ ４９30 39 30 39
～ ５９ ５２ ４４ ～ ５２ ４９ ４９20 29 20 29
～ ２８ １３ ３５ ～ ３４ ３３ ４５10 19 10 19
～ ６ ４ ９ ～ １７ ５ ８0 9 0 9

２ 今後の課題
・少人数授業におけるコースの自己選択が等身大の選択になるような、教師の関わりの工夫
・ 身に付けた力」を客観的に測るための評価方法の工夫、評価テストにおける問題や通過率の見直し「
・一人ひとりの生徒に応じた指導を充実していくための、選択授業の改善 、単元末に行う教師の生徒への
評価 、外部講師の活用の研究

・学力向上のための学区の小学校（２校）との連携
・少人数指導を多くの教科で実施していくための教員の加配
Ⅳ 学力把握のための学校の取組について
・１時間ごと、単元ごと、学期ごとの診断的評価、形成的評価、総括的評価の実施
・通過率を設定した評価テストの実施･･･同じ観点における学力の向上の確認
・学期中途と学期末での「学習のアンケート」の実施･･･教科の学習に対する興味・関心と理解度の確認
・対象生徒（各教科３人）のノート、テスト、ワークシートなどの保存
・小学校段階からの学力の推移（小中連携会議で情報交換 学力調査テストの観点別推移の検討 等）
Ⅴ フロンティアスクールとしての成果の普及について
・平成１４年１１月８日 研究発表会を実施（研究紀要・年間指導計画集第１期分・活動案集）
・平成１５年１２月 日 地域・保護者向け研究発表会を実施（研究実践集）1
・ＨＰ( )に平成 ・ ・ 年度の研究を公開http//www.city.hamakita.shizuoka.jp/hokubuchu/ 13 14 15
・平成１６年 月日未定 地域・保護者向け研究発表会

◇ 次の項目ごとに、該当する個所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 ■１４年度からの継続校
【学校規模】 □３学級以下 □４～６学級 □７～９学級

□１０～１２学級 □１３～１５学級 ■１６学級以上
【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ、Ｔによる指導 □その他
【研究教科】 ■国語 ■社会 ■数学 ■理科 ■外国語 ■音楽

■美術 ■技術・家庭 ■保健体育 ■その他
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 □無
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